
飛
躍
を
目
指
す
年
へ
―
。

特
集
◎
新
年
度
予
算

写
真
 
４
／
５
豊
科
東
小
学
校
新
１
年
生
の
教
室
で

10／７　スイス村サンモリッツ

◎ 特集 Photo Snap

安曇野フェスタ写真館

夏に舞う
8／5　YOSAKOI安曇野8／5　YOSAKOI安曇野

10 2007.10.24��

私
の
自
治
会
論

特
集

◎

2008.3.19

はたちの誓い
1／14　安曇野市成人式
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�
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放課後どう過ごす
～わいわいランドが育むもの～

三郷ベジタブル経営改善計画書を提出
水道答申

特集

トピックス
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� �

� �
� �
� �

出資法人のあり方検討

安曇野日和
生涯学習だより
くらしのぺーじ

トピックス

連載

春、近し。
３/８ 堀金烏川

特集

特集2

碌山美術館誕生の軌跡

付録

その１

その2

年度末 イベントレポート

追憶の1958

納期・納期限

一覧表

健診こよみ
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ホーボーズ・パペット・シアターの人形
劇「河童の涙」では、会場は超満員に

レポート1

２/23～24

知ろう
そして 行動しよう

雄大な北アルプス、田園風

景、清らかな水―。私たち

は安曇野の豊かな自然環

境を次世代に残していく

義務があります。市では、

教育委員会、環境基本計画

策定委員会との共催で、

2月23日から24日にかけ、

穂高会館で「あづみ野環境

フェア2008」を開催しま

した。

あづみ野環境フェア2008

［
特
集
◎
年
度
末
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
］

環境基本計画など各種調査や
取り組みなどのパネル展示

リサイクル自転車の抽選販売

フリーマーケットは全55店が出店。
来場者でにぎわった

体育館内では各団体のブース展示の
ほか、「マイはし」づくりなどの体験
コーナーも設置された

環境保全などで市内で活躍する学校や
団体の活動発表会

千國温・環境基本計画策定委員会会長の
あいさつでイベントが幕開け

市内のごみ問題などの現状も分かり
やすく展示された

ムツゴロウさん、登場！
「緑のリサイクル」で活躍する
移動式破砕車

初
開
催
！

安
曇
野
の
環
境
を

未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

　
市
で
は
、安
曇
野
ら
し
い
景
観
や
環

境
を
守
り
、未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め

の
行
動
指
針
と
な
る
「
安
曇
野
市
環

境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、４
月
か
ら

そ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
あ
づ
み
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
８
」

は
、環
境
基
本
計
画
の
実
行
に
向
け
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
計
画
の
内
容
を
知

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、安
曇
野
の
自

然
環
境
な
ど
の
現
状
を
広
く
伝
え
、

何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
、実
際
に
行

動
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う
た

め
に
開
催
し
ま
し
た
。
２３
日
の
開
会

式
で
は
、計
画
策
定
委
員
会
の
千
國

温
会
長
が
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連

携
し
て
、よ
り
良
い
安
曇
野
の
環
境
を

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の「
環
境
フ
ェ
ア
宣
言
」
を
行

い
、平
林
市
長
は「
市
と
し
て
環
境
宣

言
の
制
定
を
目
指
し
、環
境
の
先
進

地
と
し
て
市
民
と
と
も
に
こ
の
計
画

を
実
行
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、環
境
フ
ェ
ア
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、環
境
に
関
す
る
情
報

の
展
示
や
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
る
学

校
、団
体
、企
業
の
ブ
ー
ス
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

利
用
し
て
作
る
ペ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
や
マ

イ
は
し
作
り
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、親
子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
愛
称
で
活
躍

す
る
畑
正
憲
さ
ん
の
講
演
会
に
は
、

約
７
０
０
人
が
来
場
し
た
ほ
か
、環
境

活
動
発
表
会
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、人

形
劇
、リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売
な

ど
多
彩
な
催
し
も
行
わ
れ
、多
く
の

人
が
楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、環
境
基
本
計
画
の
周
知
と

意
識
の
向
上
を
目
指
し
、３
月
下
旬
に

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
全
戸
配
布
し
ま
す
。
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　堀金・岩原区で「ホタルの

里づくり」を行いました。活

動は住民の有志が集まり、地

域にホタルの明かりをよみが

えらせることを目標に、１７年

から活動開始しました。

　４月は、ホタルが生息して

いる自然水路の土砂の整理、

周辺の草刈り、枝打ちなどを

行ったほか、補助金を活用して、

ホタルの幼虫と、その餌とな

るカワニナを放流しました。

そして、６月から７月にかけて、

放流幼虫７６匹中、１９匹の成虫

ホタルを確認しました。しかし、

安定した生息状況になるまで

には時間がかかるため、今後、

継続的にホタルの発生数が確

認できるかが注目されます。

　視覚障がい者の支援ソフト

を入れた音声パソコン操作の

講習会を三郷地域内で毎月

２回開催。　

　自宅に閉じこもりがちにな

る場合もある視覚障がい者が、

Ｅメールやインターネットを

覚えることで、多くの情報を

入手することや、また、仲間

を増やすこと、世界を広げて

いくことが期待できます。

　今回の補助事業では、パソ

コンの購入などＩＴ環境の整

備や学習会の費用の一部に当て、

取り組みが強化されました。

　受講者はパソコン操作方法

を覚えただけでなく、教室終

了後の交流会がふれあいの場

となり、皆が生き生きと過ご

せる場となっています。

世界広げる
パソコン講習
補助額　9万8,000円
あづみの音声パソコン教室
「にこにこ」

　郷土料理や地元の食材を使

った料理講習会。豊科高家の

真々部公民館を中心に活動し

ています。

　今年度は全１０回の講習を行

い、特別企画として、桜坂公

民館と穂高中央児童館で、出

前講座も行いました。講習を

通じて、世代間交流、そして、

市民間交流の輪が広がりました。

２月には小県郡長和町のサー

クルとの交流に発展し、市を

超えた交流も実現しました。

　また、郷土料理・地産地消

の食育講座として、参加者の

子育て支援の一端を担うこと

ができました。

世代を超え
郷土料理の伝承
補助額　8万円
安曇野流すてきな暮らし
実行委員会

ホタル舞う
田園風景を
補助額　7万3,000円

岩原山麓ホタルの会

　子どもたちの下校時間が早

い毎週水曜日を中心に、さま

ざまな年代の子どもが自由に

遊べる場を確保し、自主的に

運営する活動。

　穂高有明の新屋公民館を中

心に活動し、「遊び」を通じて、

また、地域の人との交流を通

じて、子どもたちの健全な育

成を目指し、活動しています。

　子どもたちは、ボールや遊

具で遊んだり、室内のミニ図

書館で読書や宿題をして過ご

しています。また、この補助

金を活用し、子ども祭りや郷

土料理などのイベントを開催

しました。小さな子や中学生、

父親、地域住民の参加があり、

遊びの幅をさらに広げること

ができました。

放課後などに
「遊び場」提供
補助額　10万円

あそばせ隊　地元住民が主体となり、明

科・潮沢区のＪＲ廃線敷を、憩

いの場として有効利用できる

ように整備を進めています。

　この廃線敷は、当初は不法

投棄があったり、脇の側溝には

枯れ葉がつまり、土砂災害が発

生するといった状況でした。し

かし、地元住民が中心となった

整備が進み、全長１０㌔のうち約

４㌔が遊歩道となりました。ま

た、ケヤキ林やマレットゴルフ

場なども整備され、「けやきの

森公園」として活用しています。

　今回の補助事業では、バッ

クホーなどの重機を借り上げ、

遊歩道を長くするための整備

工事を行いました。

　最近では、地元住民だけで

なく、他地区の市民、都市圏

からの観光客も訪れ、交流の

輪が広がっています。

   ＪＲ廃線敷に
 遊歩道など整備
 補助額　3万8,000円


ケヤキの道

レポート２

２/１７

つながった！
ひろがった！
つながりひろがる

地域づくり事業発表会

市民活動事業を支援するために、

市が本年度新設した「つながり

ひろがる地域づくり事業」の発

表会を2月17日、堀金総合体育

館で開催しました。この補助金

の交付を受けた57団体の活動

報告書が配布されたほか、30

団体がステージ発表を行いま

した。その一部を紹介します。

当日は約200人が来場

会場内ではパネル展示も行われた

特集◎年度末イベントレポート

﹁
安
曇
野
モ
デ
ル
﹂
に
期
待

　
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り

事
業
は
、自
主
的
・
主
体
的
な
市
民

活
動
を
支
援
し
、そ
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
創
設
し
た
補
助

事
業
で
す
。

　
昨
年
５
月
、広
報
紙
な
ど
で
こ
の

事
業
の
申
込
団
体
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、６０
件
の
応
募
が
あ
り
、５７
件
が
交

付
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
内
容
は
、対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
で
、
１０
万
円
を
限
度

と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
補
助

は
、事
業
の
目
的
を
大
き
く
増
進
さ

せ
た
場
合
を
除
き
、原
則
１
回
で
、最

終
的
に
は
自
立
し
、自
ら
の
資
金
で

活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
の
事
例
発
表
会
は
、活
動

を
広
く
市
民
に
公
開
し
、地
域
課
題

を
共
有
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
か

れ
、３０
団
体
が
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　
発
表
は
、ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

を
通
じ
た
地
域
交
流
、食
育
の
取
り

組
み
、環
境
保
全
や
防
犯
活
動
や
地

域
福
祉
の
取
り
組
み
の
具
体
的
な
成

果
を
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
を
使
い
、報
告

し
ま
し
た
。

　
発
表
会
の
最
後
に
は
、平
林
市
長

が
講
評
し
、「
つ
く
づ
く
安
曇
野
の
財

産
は
人
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
た

だ
き
、
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
『
安

曇
野
の
モ
デ
ル
』
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
市
で
は
来
年
度
も
こ
の
補
助
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

募
集
は
４
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
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 安曇野ブランド
 ５つの部会が報告

昨年8月に発足した「安曇野ブランド

デザイン会議」は3月1日、その進ちょ

く状況を市民の皆さんにお伝えする

ため、豊科ふれあいホールで中間報

告会を開催しました。

会場には約120人の皆さんが来場し熱

心に耳を傾けていました。

レポート3

安曇野ブランドデザイン会議中間報告会

各
分
野
で
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

　
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
会
議

（
黒
岩
千
展
会
長
）は
、５
つ
の
部
会（
環

境
・
景
観
、産
業
、観
光
、地
域
づ
く
り
、

福
祉
）を
設
け
、各
部
会
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で「
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
」
を

構
築
す
る
た
め
、８
月
以
降
７
回
程

度
の
会
議
を
開
い
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

部
会
か
ら
は
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、部
会
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、報
告
会
の
後
、松
本
大
学
総

合
経
営
学
部
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

学
科
の
白
戸
洋
教
授
に
よ
る
「
あ
な

た
発
の
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
よ
う
！
」
と

題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
中
間
報
告
の
概
要
は
、次
の
と
お

り
で
す
。

■
環
境
・
景
観
部
会

　
部
会
を
２
つ
に
分
け
ま
し
た
。「
自

然
グ
ル
ー
プ
」で
は
、安
曇
野
の
観
光

情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
発
信
、

安
曇
野
の
景
観
を
守
る
た
め
に
は
農

業
が
大
切
、地
球
環
境
保
全
の
た
め

の
太
陽
光
利
用
の
提
案
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。「
生
活
グ
ル

ー
プ
」で
は
、「
安
曇
野
モ
デ
ル
〈
住
宅
〉

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

■
産
業
部
会

　
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ

に
つ
い
て
確
認
し
、こ
の
内
「
黒
豆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
立
ち
上
が
り
、作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
産
業
は
商
業
、工
業
、農
業
と
範

囲
が
広
い
た
め
、各
分
野
に
関
連
す
る

「
安
曇
野
の
水
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を

進
め
、来
年
度
は
、「
水
と
食
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
観
光
部
会

　
来
年
穂
高
神
社
で
開
催
さ
れ
る「
大

御
遷
宮
祭
」
を
契
機
と
し
た
新
た
な

広
域
的
観
光
戦
略
を
検
討
す
る
た
め

「
広
域
観
光
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
部
会
で
は
、安

曇
野
の
観
光
の
現
状
と
課
題
を
分

析
し
、今
後
の
安
曇
野
の
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
を
探
る
た
め
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
基
に
今

後
の
観
光
戦
略
を
検
討
、推
進
し
て

い
き
ま
す
。

■
地
域
づ
く
り
部
会

　
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て「
情
報
」
を
取
り
上
げ
、市
が
来

年
度
設
置
す
る
「
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー（
仮
称
）」の
管
理
運
営
な
ど
に
つ
い

て
提
案
す
る
た
め
、「
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。ま
た
、「
既
存
商
店
街
活
性
化
」

お
よ
び
「
拾
ヶ
堰
景
観
形
成
」の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
福
祉
部
会

　
部
会
と
し
て
の
方
向
性
の
共
有
化

を
図
る
た
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
安
曇
野
の
福
祉
の
現
状
と

課
題
を
抽
出
し
、安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
福
祉
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、部
会
に
は
「
ぬ
か
く
ど
隊
」
を

置
き
、昔
な
が
ら
の
ご
飯
の
炊
き
方
に

よ
る
「
ぬ
か
く
ど
ご
飯
」
を
通
じ
て
、

地
域
と
の
交
流
や
福
祉
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

菜の花プロジェクト

　休耕田利用、景観形成、栽培
者の健康や生きがいづくり、菜種
の搾油、廃油で車を走らせるなど
を目的として活動している市内の
団体や個人のネットワーク化を図り、
全市的な菜の花栽培拡大に努め、
循環型社会の構築を目指します。
２月に開催した「あづみ野環境フ
ェア２００８」では、搾油のデモを行
いました。また、本年５月１７日、１８
日に大町市で開催される「全国菜
の花サミット」にも参加します。

黒豆プロジェクト

　安曇野産黒大豆（信濃黒）を
全市的に広め、黒豆を使った商
品開発、また販路拡大を図り、安
曇野産黒大豆のブランド化を目
指します。プロジェクトを、「生産・
流通グループ」（生産拡大、品種
改良、流通確立など）および「商
品開発グループ」（商品開発拡大、
ロゴ・シール作成など）に分けました。
また「ブランディングチーム」を設
けて、黒豆のブランド化に向けた
検討をしています。

市民活動センター
プロジェクト

　市が来年度設置する市民活
動センター（仮称）の意義を確認し、
センターのあり方と運営管理につ
いての方針、センターの名称、また
実際に運営をしていく組織の設
置について検討します。オープン
と同時にプロジェクトは解散しますが、
その後新たに設置する運営委員
会に引き継がれます。

安曇野モデル〈住宅〉
プロジェクト

　市民参加型のまちづくりモデル
構築による安曇野ブランド化を目
指します。安曇野モデルのまちな
みと住宅を市民の皆さんとのコミ
ュニケーションにより完成させます。
地球環境に配慮し、また安曇野
の風土に調和したまちなみ整備
と住宅づくりの提案をします。

具体的なプロジェクトが進行中

講演会で白戸教授は、「ブランドの

構築とは、新しく創る物でなく掘

り出して磨くもの。そこに暮らす人々

が幸せに生活すること。住民一人

ひとりからわき出てくるものを行

動につなげていくもの」と説明し

ました。

当日は約120人の皆さんが来場し、メモを

取るなど熱心に耳を傾けていました。

安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく
状況については、４月から広報紙に毎月
掲載していきます。

安曇野ブランドデザイン会議

役員

総合プロデュースチーム

連絡調整会

環境・景観部会 福祉部会地域づくり部会観光部会産業部会
農業振興、特産
品、商工業振興

水、景観、自然
環境、生活環境、
土地利用

観光振興、滞在
型観光、歴史・
文化

市民・事業者・行
政の協働、教育、
生涯学習、情報、
防犯・防災

高齢者福祉、介
護保険、健康推
進、スポーツ、
医療

安曇野モデル
〈住宅〉
プロジェクト

広域観光推進
プロジェクト

市民活動センター
プロジェクト

黒豆プロジェクト
菜の花プロジェクト
花火プロジェクト

広域観光推進プロジェクト

　来年開催される穂高神社最
大の祭典である「大御遷宮祭」
を契機として、広域的な滞在型
観光の確立を図ります。そのため、
観光に携わる多くの皆さんとの連
携を図りながら、安曇野観光モデ
ルを検討しています。

特集◎年度末イベントレポート
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特
集
２
◎
碌
山
美
術
館
誕
生
の
軌
跡

﹁
こ
の
館
は
二
十
九
万
九
千
百
余
人
の
力
で
生
れ
た
り
き
﹂
。

�

碌
山
美
術
館
本
館
の
扉
に
は
、
１
９
５
８
年
と
い
う
開
館
の
年
と
と
も
に
、
そ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

日
本
近
代
彫
刻
の
祖
・
荻
原
碌
山
︵
本
名
・
守
衛
︶
を
顕
彰
す
る
碌
山
美
術
館
は
、
４
月
22
日
に
開
館
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

�

地
方
と
都
市
圏
の
経
済
格
差
が
現
在
よ
り
も
著
し
か
っ
た
半
世
紀
前
、

�

信
州
の
静
か
な
田
園
地
帯
に
、
小
さ
く
も
質
実
高
い
輝
き
を
放
つ
美
術
館
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

�

日
本
の
先
駆
的
な
存
在
と
な
る
個
人
美
術
館
を
こ
の
地
に
誕
生
さ
せ
た
原
動
力
は
、

�

地
域
や
立
場
を
越
え
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
実
現
し
た
﹁
協
働
﹂
の
力
で
し
た
。

�

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
漂
う
信
州
・
安
曇
野
と
い
う
文
化
ゾ
ー
ン
発
展
の
金
字
塔
と
な
っ
た

�

碌
山
美
術
館
誕
生
の
瞬
間
と
、
半
世
紀
の
歩
み
を
探
り
ま
す
。

も
り
え

広報� ���������
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特集２◎ 追憶の一九五八年～碌山美術館誕生の軌跡～

胎
動

 
美
術
館
建
設
の
気
運
は
、
ま
ず
、

南
安
曇
教
育
会（
現
・
安
曇
野
市
教
育

会
）か
ら
発
し
た
。

 
碌
山
の
遺
作
は
、
明
治
４３
年
の
没

後
、
新
宿
中
村
屋
の
離
れ
の
建
物
の

２
階
で
、
そ
し
て
大
正
５
年
に
は
、

郷
里
の
穂
高
・
矢
原
に
別
棟
で
、
い

ず
れ
も
「
碌
山
館
」
と
い
う
名
で
守
り

続
け
ら
れ
て
き
た
。

 
昭
和
１２
年（
１
９
３
７
年
）、
南
安

曇
教
育
会
会
長
・
小
松
進
は
、
「
作

品
を
恒
久
的
に
保
存
す
る
た
め
に
は
、

耐
震
、
耐
火
の
『
美
術
館
』
を
設
置
し

な
け
れ
ば
」
と
荻
原
家
と
再
三
交
渉

を
重
ね
た
。
生
家
の
「
碌
山
館
」
は
か

わ
ら
ぶ
き
の
木
造
平
屋
。
地
震
、
火

災
に
よ
る
破
損
の
恐
れ
が
あ
り
、
石

こ
う
像
は
す
で
に
老
化
し
て
い
た
。

 
し
か
し
、
わ
ず
か
３０
歳
で
逝
っ
た

弟
の
生
命
を
、
そ
の
作
品
の
中
に
感

じ
て
い
た
碌
山
の
兄
・
十
重
十
は
、

「
あ
く
ま
で
も
身
近
に
置
い
て
見
守
り

た
い
」
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
た
。

美
術
館
設
立
は
思
い
と
ど
ま
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
２５

年
に
も
美
術
館
の
建
設
が
企
画
さ
れ

た
が
、
や
は
り
実
現
に
は
い
た
ら
な

か
っ
た
。

 
昭
和
２８
年（
１
９
５
３
年
）、
南
安

曇
教
育
会
は
、
梓
川
中
学
校
長
・
横

沢
正
彦
を
委
員
長
と
す
る
「
碌
山
研

究
委
員
会
」
を
発
足
。
全
会
員
は
、

毎
月
１５
円
を
出
し
合
い
、
東
京
藝
術

大
学
助
教
授
・
笹
村
草
家
人
の
指
導

の
も
と
、
深
夜
ま
で
、
ま
た
休
日
返

上
で
碌
山
生
家
に
寄
り
、
資
料
の
研

究
や
書
物
の
刊
行
な
ど
を
精
力
的
な

活
動
を
し
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
荻

原
家
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い

っ
た
。

 
そ
の
研
究
と
と
き
同
じ
く
し
て
、

国
は
、
碌
山
の
３
作
品
を
ブ
ロ
ン
ズ

化
し
国
有
化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

 
南
安
曇
教
育
会
と
地
元
・
穂
高
町

で
は
、
こ
の
こ
と
を
記
念
し
、
穂
高

公
民
館
で
「
荻
原
碌
山
作
品
展
」
を
開

催
。
東
京
藝
術
大
学
教
授
・
石
井
鶴
三
、

笹
村
草
家
人
の
講
演
で
は
聴
衆
者
は

当
時
と
し
て
は
異
例
の
１
、５
０
０
人

を
超
え
た
。
郷
土
に
お
い
て
も
気
運

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
の
大
合
併

  
こ
の
時
期
、
南
安
曇
、
東
筑
の
町

村
は
、
「
昭
和
の
大
合
併
」
の
渦
中
に

あ
っ
た
。

 
昭
和
２９
年（
１
９
５
４
年
）、
碌
山

の
生
家
が
あ
る
穂
高
町
は
近
隣
３
カ

村
と
合
併
し
、
新
・
穂
高
町
が
誕
生
。

初
代
町
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
碌
山

顕
彰
に
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
平
林

盛
人
が
選
任
さ
れ
た
。
各
方
面
で
幅

広
い
交
友
が
あ
り
、
大
局
的
な
視
点

を
政
治
信
条
と
し
て
い
た
平
林
は
、

碌
山
の
遺
作
が
郷
土
に
と
っ
て
も
永

代
的
な
価
値
を
持
つ
こ
と
を
確
信
し

て
い
た
。

 
当
時
、
地
方
の
財
政
の
状
況
は
、

学
校
建
設
や
消
防
な
ど
、
地
方
に
委

ね
ら
れ
る
事
業
が
増
大
し
た
こ
と
か

ら
、
大
変
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。
こ

の
時
期
、
長
野
県
、
穂
高
町
に
お
い

て
も
地
方
財
政
再
建
特
別
法
が
適
用

さ
れ
て
お
り
、
自
ら
の
判
断
で
使
え

る
補
助
金
は
限
ら
れ
て
い
た
。

 
美
術
館
建
設
に
必
要
な
資
金
は
、

８
０
０
万
円
余
り
。
当
時
の
状
況
で

は
、
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
額
で
あ

っ
た
。

建設中の美術館本館「安曇野」（臼井吉見著） 皇太子ご夫妻（現天皇・皇后両陛下）と
平林盛人初代館長

重要文化財「北條虎吉像」碌山公園内研成ホール 桜と美術館本館

生家の碌山館

尖塔の不死鳥

戦
後
の
近
代
化
の
見
直
し
と
文
化

復
興
の
気
運
が
高
ま
る
中
、
南
安

曇
教
育
会
﹁
碌
山
研
究
委
員
会
﹂
が

発
足
。
東
京
国
立
博
物
館
、
東
京
藝

術
大
学
な
ど
、
中
央
と
地
方
が
一

体
と
な
り
研
究
･
顕
彰
･
作
品
保
存

が
行
わ
れ
る
。

︵
財
︶
碌
山
美
術
館
設
立
委
員
会
︵
委

員
長
・
平
林
盛
人

発
起
人
１
９
８
人
、

委
員
２
９
５
人
︶
が
設
立
。
基
金
募

集
･
建
設
に
入
っ
た
。

県
内
小
･
中
学
生
の
５
円
･
10
円
の

寄
付
を
は
じ
め
、
守
衛
を
敬
慕
す
る

全
国
29
万
9
、
1
1
3
人
の
寄
付
と

奉
仕
で
碌
山
美
術
館
が
穂
高
中
学

校
隣
地
に
誕
生
。

皇
太
子
ご
夫
妻
︵
現
天
皇
･
皇
后
両

陛
下
︶
の
ご
来
館
。
熱
心
に
鑑
賞
さ

れ
る
。
の
ち
、
多
く
の
宮
さ
ま
方
も

ご
来
館
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
美
術
第
１
回
対
談
﹁
私

と
碌
山

荻
原
守
衛
﹂
ゲ
ス
ト
臼
井
吉

見
が
出
演
。
同
氏
は
翌
年
か
ら
大
河

小
説
﹁
安
曇
野
﹂
第
１
部
を
刊
行
し
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
美
術
館
や
安

曇
野
紹
介
が
増
大
し
て
い
っ
た
。

碌
山
の
絶
作
﹁
女
﹂
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
。
５
０
０
余
人
の
労
力

奉
仕
で
付
属
館
︵
グ
ー
ズ
ベ
リ
ー
ハ

ウ
ス
︶建
設
。

﹁
北
條
虎
吉
像
﹂
が
国
の
重
要
文
化

財
指
定
。
付
属
館
に
続
き
、
労
力
奉

仕
で
古
枕
木
を
利
用
し
た
収
蔵
庫

﹁
美
術
の
倉
﹂
を
建
設
。

収
蔵
作
品
の
増
加
に
対
応
し
新
館

︵
第
１
展
示
棟
︶
を
開
館
。
こ
の
年

か
ら
館
報
を
刊
行
。
県
内
小
中
高

大
各
校
、
全
国
の
関
係
機
関
な
ど

に
配
布
。

展
示
環
境
に
配
慮
し
た
第
２
展
示

棟
︵
企
画
展
示
室
︶
を
建
設
・
翌
年

開
館
。

建
設
省
開
省
50
周
年
を
記
念
し
た

日
本
公
共
建
築
１
０
０
選
に
選
出
。

１
０
０
選
中
、
最
小
の
建
築
物
。

︵
財
︶
碌
山
美
術
館
が
県
内
の
実
績

顕
著
な
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る

信
毎
賞
を
受
賞
。

市
の
公
園
﹁
碌
山
公
園
﹂
が
完
成
。

碌
山
美
術
館
は
公
園
の
指
定
管
理

者
に
な
る
。

４
月
22
日
の
碌
山
忌

を
期
し
て
、
碌
山
美
術

館
誕
生
50
周
年
。
多
機

能
施
設
の
﹁
杜
江
館
﹂

が
開
館
予
定
。
年
間
を

通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
企
画
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
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草
の
根
の
熱
意

 
し
か
し
、
す
で
に
地
元
の
教
育
会

か
ら
発
し
、
一
般
に
も
広
ま
っ
て
い

た
美
術
館
建
設
の
大
き
な
う
ね
り
が
、

衰
え
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 
昭
和
３２
年（
１
９
５
７
年
）、
「
財
団

法
人
碌
山
美
術
館
設
立
委
員
会
」
が
発

足
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
計

画
さ
れ
た
。

 
こ
の
計
画
で
は
、
行
政
だ
け
、
資

産
家
だ
け
で
な
く
、
県
内
外
の
多
く

の
民
か
ら
協
力
を
募
り
、
民
間
の
財

団
法
人
に
よ
る
美
術
館
を
設
立
す
る

と
い
う
も
の
で
、
史
上
類
を
見
な
い

美
術
館
設
立
計
画
だ
っ
た
。

 
資
金
の
目
標
額
は
７
０
０
万
円
。

そ
の
内
訳
は
、
東
京
方
面
の
支
援
者

な
ど
で
３
５
０
万
円
、
教
育
関
係
で

１
８
０
万
円
、
町
で
１
０
０
万
円
、

篤
志
寄
付
で
７０
万
円
と
し
た
。

 
ま
ず
委
員
長
と
な
っ
た
平
林
は
、
県

庁
に
出
向
き
、
林
虎
雄
知
事
、
糸
魚
川

祐
三
郎
教
育
委
員
長
を
訪
問
、
さ
ら
に

長
野
市
に
あ
る
大
手
新
聞
社
を
訪
れ
て

協
力
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
方

面
に
は
笹
村
草
家
人
ら
が
加
わ
り
、
東

京
国
立
博
物
館
、
東
京
国
立
近
代
美
術

館
、
東
京
藝
術
大
学
な
ど
に
協
力
の
要

請
を
し
た
。
財
界
か
ら
は
大
口
寄
付
の

内
諾
も
あ
り
、
東
京
を
中
心
に
県
外
、

海
外
か
ら
多
く
の
志
が
寄
せ
ら
れ
た
。

 
教
育
会
で
は
、
役
員
た
ち
が
県
内
の

教
育
会
、
校
長
会
に
出
向
き
、
協
力
を

依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
南
安
、
東
筑

を
は
じ
め
、
全
県
の
小
・
中
・
高
・
大

学
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
ま
で
も
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
に
応
じ
て
取
り
組
み
に

参
加
し
た
。

 
地
元
で
は
、
区
長
を
中
心
に
耕
地
総

代
、
公
民
館
長
が
大
規
模
な
募
金
活
動

を
展
開
し
た
。

 そ
し
て
、
産
声
を
あ
げ
た

 
一
方
、
設
立
委
員
会
は
、
の
ち
に
長

崎
の
「
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
」
や

皇
居
内
の「
桃
華
楽
堂（
楽
部
音
楽
堂
）」

を
設
計
し
た
早
稲
田
大
学
教
授
・
今

井
兼
次
に
設
計
を
依
頼
。
建
設
地
は
、

碌
山
生
家
な
ど
４
カ
所
で
検
討
さ
れ

た
が
、
子
ど
も
や
若
者
た
ち
に「
本
物
」

に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
委
員
た
ち

の
願
い
か
ら
、
町
が
穂
高
中
学
校
の

敷
地
を
無
償
提
供
し
、
建
設
地
が
決

ま
っ
た
。

 
し
か
し
、
設
計
は
出
来
上
が
っ
た

も
の
の
、
建
設
資
金
は
そ
の
時
点
で

２０
万
円
ほ
ど
に
し
か
達
し
て
お
ら
ず
、

施
工
の
成
り
行
き
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

 
平
林
委
員
長
は
上
京
し
、
笹
村
と

と
も
に
、
の
ち
に
館
の
顧
問
と
な
る

民
俗
学
者
の
渋
沢
敬
三
を
訪
れ
た
。

　
渋
沢
は
大
手
建
設
会
社
を
推
し
、
美

術
館
建
設
の
熱
意
に
打
た
れ
た
同
社
は
、

「
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
協
力
す

る
」と
快
諾
し
た
。

 
昭
和
３２
年
７
月
、
つ
い
に
建
設
工
事

が
始
ま
っ
た
。
低
額
な
請
負
金
額
で
行

わ
れ
た
工
事
は
、
資
金
難
か
ら
動
力
が

引
け
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
で
ワ
イ
ヤ
を
引
い

て
、
猫
車
を
持
ち
上
げ
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
っ
て
い
た
。
難
航
す
る
工
事
に
、

地
元
の
中
学
生
た
ち
は
一
列
に
な
っ
て
、

瓦
を
手
渡
し
で
屋
根
に
運
ぶ
な
ど
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
作
業
に
加
わ
り
奉
任

し
た
。
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
１０

月
末
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

 
懸
案
だ
っ
た
資
金
に
つ
い
て
は
、
本

来
制
限
の
あ
っ
た
補
助
金
交
付
に
格

別
の
配
慮
が
あ
り
、
県
か
ら
７０
万
円
、

町
か
ら
４０
万
円
が
拠
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
全
国
、
海
外
か
ら
集
ま
っ
た
２９

万
９
、１
０
０
余
人
の
寄
付
金
を
合
わ

せ
る
と
総
額
は
、
８
３
７
万
円
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
碌
山
の
生
家
を
守
っ
て

い
た
荻
原
由
衛
か
ら
は
、
碌
山
の
作
品

と
資
料
を
す
べ
て
無
償
で
寄
付
さ
れ
た
。

 
碌
山
を
慕
う
多
く
の
人
々
の
純
粋
な

心
と
情
熱
が
、
そ
こ
に
結
実
し
て
い
た
。

聖
地
・
安
曇
野

 
「
も
し
、
芸
術
の
聖
地
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
私
は
本
日
こ
こ
に
こ
の
言
葉
を

惜
し
み
な
く
さ
さ
げ
た
い
気
持
ち
で
一

杯
で
あ
り
ま
す
」。

　
昭
和
３３
年（
１
９
５
８
年
）４
月
、
開

館
落
成
式
で
、
発
起
人
代
表
の
浅
野

長
武
・
東
京
国
立
博
物
館
長
は
そ
う

賛
辞
し
た
。

 
安
曇
野
に
産
声
を
上
げ
た
小
さ
な
美

術
館
は
、
日
本
で
も
ま
れ
な
存
在
だ
っ

た
。
実
際
に
、
個
人
の
名
を
冠
す
る
美

術
館
は
当
時
の
日
本
に
は
な
く
、
パ
リ

の
ロ
ダ
ン
美
術
館
、
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス

山
麓
の
セ
ガ
ン
チ
ー
ニ
美
術
館
に
並
ぶ
と

い
わ
れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
遺
族
、
郷

土
、
町
、
県
、
教
育
関
係
者
が
一
致
し
た

努
力
で
、
一
途
に
燃
え
、
純
粋
に
伝
え
得

た
こ
と
は
類
を
見
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

 
現
在
、
碌
山
美
術
館
は
、
独
力
で
財

政
基
盤
を
培
い
な
が
ら
も
、
わ
ず
か
な

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
れ
ば
、
施
設
の
改
善
、

各
種
講
座
、
企
画
展
の
開
催
な
ど
、
来

訪
者
の
た
め
に
還
元
し
て
い
る
。

 
開
館
３５
年
の
折
に
出
版
さ
れ
た
記
念

誌
に
は
、
降
旗
正
幸
・
編
集
委
員
長
が
、

最
後
に
こ
う
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

 
「
碌
山
美
術
館
が
願
っ
て
き
た
こ
と

は
、
財
政
的
豊
か
さ
で
は
な
い
。
『
こ

の
館
は
二
十
九
万
九
千
百
余
人
の
力
で

生
れ
た
り
き
』
は
本
館
入
口
の
レ
リ
ー

フ
の
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
宿
る
心

こ
そ
、
碌
山
美
術
館
の
定
礎
で
あ
り
、

目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
」。

特集２◎ 追憶の一九五八年～碌山美術館誕生の軌跡～

参考文献◎
碌山美術館誌、碌山美術館３５年誌、
碌山美術館報（碌山美術館編）、
孜々として（穂高中学校編）

オープニングセレモニー（午前８時30分〜）、碌山忌コンサ

ート〔館庭〕（午後2時〜）、開館記念「新宿/穂高
 碌山館・碌

山美術館〜一世紀のあゆみ〜」展（６月１日まで）、藤原真理

チェロコンサート〔碌山公園研成ホール〕（要入場料、午後

6時30分〜、詳しくは下記までお問い合せください）
ほか

　
(財)碌山美術館（TEL82・2094 FAX82・9070）

碌山美術館50周年記念日・第98回碌山忌

４月22日（火）入場無料

と
う
か
が
く
ど
う

け
ん
じ

よ
し
え

な
が
た
け



財政健全化計画と水道事業健全化計画

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下、
財政健全化法）が昨年６月に成立しました。
 これまでの「地方財政再建促進特別措置法」では普
通会計のみが対象で、その赤字比率が２０％を超えると
赤字再建団体に転落する制度でしたが、新制度では
新たに、国民健康保険や介護保険、公営企業も含めた
「連結実質赤字比率」、土地開発公社や自治体が出
資している第３セクターも含めた自治体が負担すべき額
の合計である「将来負担比率」の２指標を加えることで、
自治体の財政危機を早期に是正することを目指してい
ます。また、財政健全化法が適用となる平成２０年度決
算を迎える前に、財政健全化計画や公営企業経営健
全化計画を策定した自治体に対して、平成１９年度から
３年間で、政府系資金から借入をしている利率５％以上
の地方債の繰り上げ償還（補償金なし）が認められる
事になりました。当市では地方債の償還軽減のため、財
政健全化計画などを作成し、普通会計では７％以上の
地方債について、平成１９年度に４，４４６万円、平成２０
年度に４，５９７万円の繰り上げ償還が認められました。
 また、上水道事業会計では５％以上の地方債について、
平成１９年度に５億４８４万円、平成２０年度に７億８，４４６
万円、平成２１年度に４億１，８１０万円の繰り上げ償還を
行います。安曇野市財政健全化計画、安曇野市水道
事業経営健全化計画の詳細は市ホームページをご覧く
ださい。

地域福祉計画 オリジナリティある計画が完成

完成した計画案を手渡す合津会長（左）

 安曇野市地域福祉計画策定委員会（会長・合津文雄 長野大学
教授）は２月２６日、市の地域福祉計画案「安曇野いきいき共生プラン」
を市長に手渡しました。
 この計画は、地域福祉を進めていくために、市民・事業者・行政が取
り組む内容を明らかにしたもので、基本理念や４つの基本目標などから
構成されています。平林市長は「この計画書を地域福祉の水先案内
として、全力で具現化したい」と述べました。市では来年度、この計画
のダイジェスト版を市内全戸に配布する予定です。

地方債の繰り上げ償還認められる

計10回の会議を重ね、市の支援のあり方を検討

安曇野赤十字病院建設支援検討委

 安曇野赤十字病院建設支援検討委員会（会長・西
山馥司副市長）の最終会議が２月１８日、同病院で開か
れました。委員会は平成１８年６月に発足。同病院建て
替えに対する市の支援のあり方を検討してきました。こ
の日は、要望書への対応が報告されたほか、「市民病
院的な役割を担う新しい病院づくり」について研究が
行われました。委員からは、医師確保の問題、他の医療
機関との連携などの意見が出されました。西山会長は
最後に、「委員会での検討内容を真摯に受け止めてい
ただき、病院建設、運営にあたっていただきたい」と述べ、
委員会を閉じました。今後の状況は、病院内の経営審
議会で逐次報告されます。

市民病院的な役割を最終テーマに
 

 
安
曇
野
市
出
資
法
人
あ
り
方
検

討
専
門
委
員
会（
委
員
長
・
河
藤
佳
彦

高
崎
経
済
大
学
准
教
授
）は
２
月
１８
日
、

「
安
曇
野
市
出
資
法
人
の
あ
り
方
等

に
関
す
る
報
告
書
」
を
市
長
へ
提
出

し
ま
し
た
。

 
こ
の
委
員
会
は
、
市
が
平
成
１８

年
度
に
策
定
し
た
「
安
曇
野
市
行

財
政
改
革
大
綱（
第
１
次
）・
行
政

経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
重

要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
た
安
曇

野
市
出
資
法
人（
第
３
セ
ク
タ
ー
）

の
見
直
し
の
た
め
に
、
昨
年
６
月

２７
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

 
委
員
会
は
、
外
部
の
識
見
者
４

人
で
構
成
さ
れ
た
第
３
者
機
関
と

し
て
、
市
が
２５
％
以
上
の
出
資
な

ど
を
し
て
い
る
８
つ
の
法
人
（
第

３
セ
ク
タ
ー
）
を
対
象
に
、
経
営

状
況
な
ど
に
つ
い
て
集
中
的
な
調

査
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
委

員
は
、
い
ず
れ
も
市
民
目
線
を
持

ち
、
ま
た
、
出
資
法
人
と
直
接
の

利
害
関
係
を
持
た
な
い
中
立
的
な

立
場
で
必
要
な
資
料
・
情
報
を
収

集
し
、
出
資
法
人
の
経
営
層
、
現

場
職
員
お
よ
び
市
の
担
当
部
局
か

ら
個
別
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
う

な
ど
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
資
法

人
の
現
状
と
課
題
の
把
握
に
努
め
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
報
告

書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

 
報
告
書
で
は
、
出
資
法
人
が
堅

実
な
運
営
の
あ
り
方
を
確
立
す
る

た
め
の
方
策
や
、
出
資
法
人
が
行

政
の
補
完
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

こ
と
を
考
慮
し
、
市
に
お
い
て
対

応
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
も
提
言

を
し
て
い
ま
す
。

 
報
告
書
は
、
安
曇
野
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
で
も
閲

覧
が
で
き
ま
す
。

 市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.city.azum

ino.nagano.jp/

８つの法人を対象に、経営状況などを
調査。今後のあり方についてまとめた。

しんし

財政指標の会計範囲イメージ（財政健全化法）

一般会計

特別会計
（公営事業会計を除く）

地方公共団体

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクターなど

普通会計

国民健康保険事業・
介護保険事業など

上水道事業・下水道事業など

公営事業会計

公営企業会計

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

 財政健全化法は、平成20年度決算から適用され、特別会計や企
業会計も併せた決算によって各地方公共団体の財政状況の真の
姿を明らかにするため、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実
質公債費比率」「将来負担比率」の4指標を定めています。この4指
標で財政健全性が判断され、指標のいずれかが基準以上の自治体
は「早期健全化団体」になり、財政健全化計画を策定することになり
ます。さらに悪い指標になると「財政再生団体」に指定され、より厳し
い財政再生計画に基づく財政健全化対策が義務付けられます。

＊ T O P I C S
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3
セ
ク
見
直
し

出
資
法
人
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出

市
が
出
資
等
す
る
法
人
︵
第
三
セ
ク
タ
ー
︶
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
っ
た

﹁
安
曇
野
市
出
資
法
人
の
あ
り
方
検
討
専
門
委
員
会
﹂
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

市政トピックス

か
わ
と
う
よ
し
ひ
こ

ごうづ　ふみお
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安曇野市教育委員会
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文
化
財
指
定
基
準
を
告
示

　
今
年
１
月
１０
日
に
文
化
財
保
護

審
議
会
か
ら
教
育
委
員
会
へ「
安
曇

野
市
文
化
財
指
定
基
準
」が
答
申
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、１
月
２３
日

の
教
育
委
員
会
で
答
申
案
通
り
指

定
規
準
を
決
定
し
、同
日
付
で
告
示

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
平
成
１７
年
の

合
併
以
来
、懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
文

化
財
の
統
一
指
定
基
準
に
よ
る
指
定

見
直
し
」に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
現
在
、市
内
に
あ
る
文
化
財
は
、国
・

県
指
定
の
も
の
を
除
き
、旧
町
村
時

代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
で
指
定
さ
れ

た
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
市
と
し
て
の
指
定
理
由
を
明

ら
か
に
し
た
指
定
告
示
も
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、価
値
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、

統
一
基
準
に
基
づ
き
指
定
を
し
直
し

ま
す
。

　
こ
の
作
業
は
平
成
２０
年
度
に
集
中

的
に
行
い
、指
定
が
決
ま
っ
た
も
の
に

つ
い
て
指
定
書
交
付
の
ほ
か
、史
跡
や

天
然
記
念
物
な
ど
に
は
新
た
に
標
柱

や
説
明
板
を
設
置
し
ま
す
。

新
文
化
財
を
指
定

安
曇
野
市
文
化
財
第
１
号

　
�
菊
花
紋
道
祖
神
�

　
菊
花
紋
道
祖
神（
豊
科
本
村
区
西

村
）が
１
月
２３
日
、新
し
い
文
化
財
指

定
基
準
に
基
づ
き
、安
曇
野
市
文
化

財
第
１
号
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
こ
の
道
祖
神
は
道
祖
神
の
宝
庫
と

い
わ
れ
る
安
曇
野
に
５
０
０
基
以
上

あ
る
も
の
の
う
ち
、造
形
面
で
安
曇

野
固
有
の
様
式
を
顕
著
に
示
し
た

優
品
の
ひ
と
つ
で
、大
輪
の
菊
花
紋
が

特
徴
で
す
。
弘
化
３
年（
１
８
４
６
）

造
立
の
双
体
道
祖
神
で
男
女
が
三
・

三
・
九
度
を
象
徴
し
た
酒
器
を
も
つ

の
で
、酒
器
像
と
も
祝
言
像
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
た
び
の
指

定
を
契
機
に
市
内
の
他
の
道
祖
神
や

石
仏
の
優
品
に
つ
い
て
も
文
化
財
指

定
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係

　（
�
６２・
４
５
６
５
�
６２・
３
５
２
５
）

　
田
淵
行
男
記
念
館
の
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー「
百
楽
桜
」の
開
花
に
合
わ
せ
、

さ
く
ら
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
館

内
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
後
は
、花
と

と
も
に
お
茶
や
お
菓
子
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
正
午
〜
午
後
３
時

■
場
所
 
田
淵
行
男
記
念
館

■
入
館
料
　
大
人
３
０
０
円
、小
中

　
生
２
０
０
円（
団
体
割
引
有
）

■
そ
の
他
　
雨
天
決
行

　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　（
�
・
�
７２
・
９
９
６
４
）

　
昨
年
逝
去
さ
れ
た
　
橋
節
郎
先

生
を
追
悼
し
、安
曇
野
　
橋
節
郎
記

念
美
術
館
友
の
会
会
員
に
よ
る
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
地
元
だ
け
で
な

く
、県
内
外
の
会
員
が
、ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
て
、多
種
多
様
な
作
品
を
出
品

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

　
４
月
５
日（
土
）〜
４
月
２０
日（
日
）

　（
休
館
・
毎
週
月
曜
日
）

■
場
所
　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念

　
美
術
館
南
の
蔵
、主
屋

■
入
場
　
無
料（
展
示
室
は
有
料
）

　
同
館
友
の
会
事
務
局

　（
�
８１
・
３
０
３
０
�
８２
・
０
５
５
１
）

文
化
財
保
護
係
か
ら
お
知
ら
せ

文
化
財
指
定
に
つ
い
て

田
淵
行
男
記
念
館

さ
く
ら
ま
つ
り

「菊花紋道祖神」
豊科本村

認知症予防のため脳を鍛える
２/18　安曇野市認知症予防講演会

　安曇野市認知症予防講演会が２月１８日、
堀金総合体育館で行われました。
　この日は、市民など約７００人がテレビやラジ
オで活躍する諏訪東京理科大学教授の篠原
菊紀さんの「ボケない脳をつくる」と題した講
演を聞きました。篠原教授は、脳の前頭葉の
仕組みや働きについて解説し、「歳をとれば、
前頭葉の力も衰えてきますが、脳全体でみると
知恵や経験などが増えている。知恵や経験を
生かしつつ前頭葉の力をいかに維持していく
かが大切になります」と脳を鍛える目的を話し
ました。また、脳を活性化させる方法としてウオ
ーキング・料理などの手作業・バランスの良い
食事・人とのかかわりを挙げ、「自分のレベルに
合わせて、脳に適度な刺激を与えることが活
性化につながります」と呼び掛けました。

冬の「働く車」に興味津々
2/22　三郷西部保育園

　三郷西部保育園で２月２２日、冬に活躍する「働
く車」と園児たちが触れ合いました。
　この日は、除雪車３台と塩カル散布車１台が園の
駐車場に登場し、園児たちは実際に運転席に乗り
ハンドルを握ったり、タイヤの大きさと自分の背を比
べたりして楽しんでいました。また、除雪車の説明
が始まると、「どうしてタイヤに鎖がついているの」「ど
うしてこんなに大きいの」などと質問が飛び、興味津々
の様子でした。
　これは、市や県から三郷小倉地区の除雪作業を
委託されている地元業者が企画したもので、同社
の呼び掛けで安曇野建設事務所の職員も説明に
加わりました。企画した業者の関係者は「どんな機
械が雪をかいているのか地元の子どもたちが間近
に見ることで、雪かきについて少しでも知ってもらえ
れば」と話していました。

名残を惜しんで
2/27　犀川白鳥湖

　安曇野で越冬していたコハクチョウの北帰行が、
２月１５日に始まりました。２月２７日には豊科東小の
１、２年生が犀川白鳥湖を歩いて訪れ、これから旅
立とうとするハクチョウたちと触れ合いました。シーズ
ンに一度、みんなで訪れている児童たちは、白鳥の会
の人から、もうすぐ北へ飛んでいってしまうと聞くと、
少し寂しそうな様子でした。
　安曇野の冬の風物詩となり、今シーズンも多くの
人たちを魅了したコハクチョウの北帰行は、４月ごろ
まで続きます。

　
橋
節
郎
先
生
追
悼

友
の
会
会
員
展

きく  のり



　橋節郎 寄贈作品

　縦１４５㌢、横１１０㌢の大きなパネル作品で、額に入れて展示します。黒い漆塗

りの画面上に金の文様がありますが、これは先のとがった専用の刀で細かい線や

点を画面に彫り、そこに金粉などを埋める手法で表されています。逆に金箔を画

面に貼って、その上を刀で削って黒漆を出す手法が使われている部分もあります。

金色の花や貝殻、鳥、蝶、麦。いずれも　橋節郎作品によく見られるモチーフで

す。大きく取られた漆黒の空間が、画面に吸い込まれて行くような奥行きを感じ

させます。

　 安曇野　橋節郎記念美術館（�８１・３０３０ �８２・０５５１）

四季物語　2001年制作

　
桜
な
ど
春
の
植
物
を
学
び
に
、田
淵

行
男
記
念
館
か
ら
大
王
わ
さ
び
農
場

ま
で
を
歩
き
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
１９
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

■
集
合
・
解
散
　
田
淵
行
男
記
念
館

■
場
所
　
大
王
わ
さ
び
農
場

■
定
員
　
２８
人（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
４
０
０
円（
受
講
料
、　

　
入
館
料
、保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
４
月
１
日（
火
）〜
１３

　
日（
日
）に
受
講
料
を
添
え
、記
念

　
館
窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　（
�
・
�
７２
・
９
９
６
４
）

　
市
の
各
図
書
館
で
は
、
視
覚
に
障

が
い
を
持
つ
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
と
点
字
・
録
音
・

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
な
ど
の
郵
送
貸
し
出
し

サ
ー
ビ
ス
を
４
月
か
ら
始
め
ま
す
。

■
登
録
で
き
る
人

　
市
内
に
居
住
あ
る
い
は
通
勤
・
通

　
学
し
て
い
る
視
覚
に
障
が
い
が
あ

　
る
人
は
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
利

　
用
で
き
ま
す
。

■
登
録
方
法
　

　
利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
来

　
館
、郵
便
、電
話
な
ど
で
受
け
付
け

　
ま
す
。登
録
で
は
、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

　
生
年
月
日
、住
所
、電
話
番
号
、障

　
害
者
手
帳
番
号（
お
持
ち
の
場
合

　
は
）、点
字
使
用
の
可
否
、Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ

　
Ｙ
再
生
機
の
有
無
な
ど
を
お
伺
い
し

　
ま
す
。不
明
な
点
、登
録
方
法
な
ど

　
の
詳
細
は
、各
図
書
館
に
お
気
軽
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
面
朗
読︵
市
内
全
５
館
︶
　

　
各
図
書
館
で
朗
読
す
る
部
屋
を
確

保
し
、
朗
読
者
が
ご
希
望
の
資
料
を

お
読
み
し
ま
す
。
朗
読
資
料
を
早
く

読
み
た
い
と
き
や
、
調
べ
も
の
を
す

る
時
、
図
の
説
明
を
詳
し
く
受
け
た

い
時
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
図

書
館
資
料
の
ほ
か
、
持
参
さ
れ
た
資

料
も
朗
読
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
手
紙
や
通
帳
な
ど
の
私
文
書

は
対
象
外
で
す
。
申
し
込
み
は
利
用

の
２
日
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。
利
用

時
間
は
各
館
の
開
館
時
間
で
す
。

点
字
・
録
音
・
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
な
ど
の

郵
送
貸
出︵
穂
高
図
書
館
︶

　
希
望
す
る
点
字
・
録
音
図
書
を
市

内
外
の
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
る
な

ど
し
て
、
郵
送
で
貸
し
出
し
ま
す
。

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
手
紙
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
資
料
は
郵
送
で

貸
出
・
返
却
を
行
い
ま
す
。
郵
送
料

は
無
料
で
す
。
一
度
に
利
用
で
き
る

資
料
は
原
則
と
し
て
点
字
・
録
音
資

料
合
わ
せ
て
一
人
１０
点
ま
で（
点
字
・

録
音
雑
誌
は
含
み
ま
せ
ん
）。資
料
が

お
手
元
に
届
い
て
か
ら
２
週
間
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

穂
高
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　D
ig
ital A

ud
io
-b
ased

 Info
r-

m
atio
n
 S
ystem

の
略
�
デ
ジ
タ

ル
音
声
情
報
シ
ス
テ
ム
と
訳
さ
れ

る
�
視
覚
障
が
い
者
な
ど
印
刷
物

を
読
む
の
が
困
難
な
人
々
の
た
め

に
作
ら
れ
た
標
準
規
格
�

※
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ︵
デ
�
ジ
�
︶と
は
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

●
豊
科
図
書
館

　
〒
３
９
９
・
８
２
０
５
　
安
曇
野

　
市
豊
科
４
２
８
９
番
地
１

　
�
０
２
６
３
・
７２
・
２
１
５
８
　

　
�
０
２
６
３
・
７３
・
６
４
０
１

●
穂
高
図
書
館

　
〒
３
９
９
・
８
３
０
３
　
安
曇
野

　
市
穂
高
５
０
４
７

　
�
０
２
６
３
・
８４
・
０
１
１
１

　
�
０
２
６
３
・
８４
・
０
１
１
６

●
三
郷
図
書
館

　
〒
３
９
９
・
８
１
０
１
　
安
曇
野

　
市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
│
１

　
�
０
２
６
３
・
７７
・
２
１
０
９
　

　
�
０
２
６
３
・
７６
・
３
０
７
７

●
堀
金
図
書
館
　

　
〒
３
９
９
・
８
２
１
１
　
安
曇
野

　
市
堀
金
烏
川
２
７
５
３
│
１

　
�
０
２
６
３
・
７２
・
５
７
９
６
　

　
�
０
２
６
３
・
７２
・
５
８
０
１

●
明
科
図
書
館

　
〒
３
９
９
・
７
１
０
２
　
安
曇
野

　
市
明
科
中
川
手
６
８
１
４
│
１
　

　
�
０
２
６
３
・
６２
・
１
１
２
２
　

　
�
０
２
６
３
・
６２
・
１
１
２
４

紹介する人

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
皆
さ
ん
へ

対
面
朗
読
と
点
字
等
郵
送
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
の
案
内

ドキドキ・ワクワクお話の世界

4月の おはなし
図書館

は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し

　日曜日の朝生まれたおなかをすかした小さな青虫。月曜

日はリンゴを1つ、火曜日はナシを2つと、いろいろな物

を食べ、成長していきます。色彩豊かでおいしそうなお菓

子や果物がたくさん登場します。つい食べ過ぎておなかを

壊してしまいますが、緑の葉を食べてすっかりよくなります。

やがて成長した青虫はさなぎになり、最後は美しいチョウ

に変身します。ストーリーが分かりやすく、青虫が食べた

部分には穴があき、子どもが指を入れても破れにくいよう

に作られています。小さな卵から生まれた青虫がチョウに

なるまでの過程を観察したくなる、そんな絵本です。

小川
邦子さん
結子ちゃん

(穂高有明)

飯
沼
冬
彦
先
生
の

お
も
し
ろ
自
然
教
室
第
１
回

��広報���������広報�� ���������

お
す
す
め
の
一
冊

豊科 ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室
(Tel.72・2158)

１８日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館和室
(Tel.84・0111)

１９日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室
(Tel.77・2109)

  １２日（土）１０：００～（幼児～）

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー
(Tel.72・5796)

   ９日（水）１０：３０～（幼児対象）
１８日（金）１６：１５～（小学生・園児対象）

明科 ひまわりおはなしの会
ひまわり和室
(Tel.62・1122)

２６日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　    １１：３０～（５歳以上対象）

＊大人も楽しめます。

エ
リ
�
ク
・
カ
�
ル


作

昨年11月に開かれた「朗読

ボランティア養成講座」の

様子。市内の朗読ボランテ

ィアグループの会員など

44人が参加し、呼吸や抑揚

の付け方などの朗読技術を

全4回にわたり学びました。

ゆい　こ



information

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

Check
4月から交通安全・防犯に関する事務の所管が変わります

灯
油
購
入
費
等
助
成
金

申
請
の
期
限
は
３
月
31
日︵
月
︶

市
内
の
開
発
事
業
の
承
認
お
よ
び
審
査




　
︻
平
成

20
年
１
月


開
発
審
査
分
︼

　
安
曇
野
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
、

潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
始

ま
っ
た
「
ア
ル
プ
ス
花
街
道
」
は
、
今

年
で
１２
年
目
を
迎
え
、
安
曇
野
市
全
域

に
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 
ア
ル
プ
ス
花
街
道
実
行
委
員
会
で
は
、

花
づ
く
り
に
一
緒
に
汗
を
流
し
て
い

た
だ
け
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ（
家
族
、

個
人
の
参
加
も
可
）、
企
業
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容
　
次
の
区
間
で
マ
リ
ー

　
ゴ
ー
ル
ド
を
中
心
に
花
を
植
栽
し

　
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

︻
豊
科
地
域
︼
豊
科
イ
ン
タ
ー
か
ら

　
重
柳
交
差
点
周
辺
の
区
間
（
県
道

　
柏
矢
町
田
沢
停
車
場
線
）

︻
堀
金
地
域
︼
広
域
農
道
堀
金
交
差

　
点
付
近
１．２
㌔
の
区
間
�

︻
三
郷
地
域
︼
広
域
農
道
住
吉
神
社
交

　
差
点
西
〜
日
本
ア
ル
プ
ス
サ
ラ
ダ
街
道

　
沿
い
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
脇
５
０
０
㍍

■
実
施
期
間
　
６
月
上
旬
〜
１１
月

　
ア
ル
プ
ス
花
街
道
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
豊
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課
ま
ち

　
づ
く
り
推
進
係
）

 （
�
７２
・
３
１
１
１
�
７２
・
８
３
４
０
）

　
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で
は
、
不

動
産
評
価
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
２
日（
水
）

 
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
松
本
市
役
所
本
庁
舎
３
階

　
第
１
応
接
室

■
相
談
内
容
　
不
動
産
評
価
に
関
す

　
る
事
項
、
不
動
産
に
関
す
る
全
般

　
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

 （
�
０
２
６
・
２
２
５
・
５
２
２
８
）

　
固
定
資
産
の
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
が
次
の

と
お
り
始
ま
り
ま
す
。

■
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

 
自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
と
、
他

の
固
定
資
産
価
格
を
比
較
す
る
た
め
、

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
ま
た
は
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
縦
覧
期
間
お
よ
び
時
間

 
４
月
１
日（
火
）〜
４
月
３０
日（
水
）

 
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

 
　
　
　
　
　
　
（
閉
庁
日
は
除
く
）

・
縦
覧
場
所
　
豊
科
総
合
支
所
内

 
　
　
　
　
　
資
産
税
課

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

 
平
成
２０
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

帳
は
次
の
と
お
り
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
閲
覧
開
始
日
　
４
月
１
日（
火
）

 
　
　
　
　
　
　（
閉
庁
日
は
除
く
）

・
閲
覧
場
所
　
豊
科
総
合
支
所
内
資

　
産
税
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域

　
支
援
課
税
務
会
計
係

　
豊
科
総
合
支
所
内
資
産
税
課

　（
�
７２
・
３
１
１
１
�
７２
・
８
３
４
０
）

ア
ル
プ
ス
花
街
道

参
加
者
・
団
体
の
募
集

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
評
価
等
無
料
相
談
会

資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　「こども教育委員会〜私たちの悩みを一緒に

考えてください〜」というキャンペーン記事が時々

新聞に掲載されています。

・勉強しなさいばかり言わないで

・自分の思うように子どもに押しつけないでく

　ださい

・ぼくを他の子と比べるのはやめてください

・メールをしながら私の話を聞かないで

・ぼくたちの心の中のほんとうの気持ちを聞い

　てください　　など

�毎日の生活を振り返ると、「早くご飯食べな

さい」「早く宿題しなさい」「テレビばっかり

見ていてダメじゃないの」「お兄ちゃんでしょ、

我慢しなさい」などの言葉が口早に出できます。

�世のお母さんたちの日常茶飯に出で来る言葉

で最も多いものは、この「早く、早く」「ダメ」

「いけません」「○○しなさい」であると、あ

る本で読んだことがあります。

　仕事を持ち、忙しさの中で時間に追われてい

る私たちは、自分の都合や感情で子どもを動か

そうとしてはいないでしょうか。やろうとする

とき、命令口調で言われたり、比較されると嫌

気がさすという子ども。子どもには子どもの育

ちのペースがあり、一人ひとり違っています。

　やる気を引き出す言葉遣い・待つ姿勢・他の

子との比較ではなく、その子の努力したことを

認めること・子どもに顔を向けて、思いや悩み

を受け止めることなどが、子どもの自主性や意

欲を引き出し、人の気持ちを大切にできる子ど

もに育っていきます。

�暗いニュースが続く昨今、お互いの人権を尊

重し合える家庭づくりが求められています。

子どもとの
かかわりの中で…
　　　　　　
社会教育委員

　　　　　　　　　山本
紘子

　現在、交通安全・防犯に関する事務は、総務部危機管理室が所管していますが、
４月から市民環境部環境課の所管に変わります。これにより、危機管理室は、消防、
災害への対応などの防災関係業務を集中的に所管することになります。また、交
通安全、防犯に関する事務を新たに所管する環境課は、現在所管する消費生活相
談と合わせ、安曇野警察署と連携を図りながら事務を行います。
 なお、市民の皆さんからの交通安全施設や防犯灯の新設・修理などに関する要望、
相談は、今までどおり各総合支所地域支援課で受け付けます。　 
　 総務部行政改革推進室（�７１・２０００ �７１・５１５５）

　
市
で
は
、
原
油
価
格
高
騰
に
伴
う

支
援
策
と
し
て
、
低
所
得
世
帯
に
灯
油

購
入
費
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
対
象
世
帯
に
は
、
１
月
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
申
請
を

し
て
い
な
い
場
合
は
、
３
月
31
日
︵
月
︶

が
申
請
の
期
限
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
で
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 
な
お
、
既
に
申
請
し
た
場
合
は
再

度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
金
額
　

 
１
世
帯
あ
た
り
５
、０
０
０
円

 
※
原
則
、
口
座
振
込
で
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
世
帯

 
平
成
１９
年
１２
月
１
日
現
在
、
市
内

に
在
宅
で
、
平
成
19
年
度
市
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
の
う
ち
�
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

■
申
請
方
法
　
申
請
書
を
健
康
福
祉

　
部
へ
郵
送
す
る
か
、
各
総
合
支
所

　
市
民
福
祉
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

 
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

 （
�
８１
・
１
６
２
２
�
８１
・
０
７
０
３
）

　
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
お
よ
び

安
曇
野
市
宅
地
造
成
事
業
に
関
す
る

指
導
要
綱
に
基
づ
き
市
長
が
認
め
た

開
発
事
業
で
す
。

穂
高
地
域
（
承
認
日
　
平
成
２０
年
２
月
１３
日
）

■
株
式
会
社
ス
ペ
�
ス
ウ
�
ア
ハ
ウ
ス

　
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
２
８
７
５
番
１
他
７
筆

・
開
発
面
積
　
３
、１
２
８
・
１３
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
８
区
画

 堀
金
地
域
（
審
査
日
　
平
成
２０
年
１
月
２９
日
）

■
株
式
会
社
ベ
イ
シ
ア
の
開
発
事
業

・
場
所
　
堀
金
烏
川
５
０
１
３
番
１

　
　
　
　
他
３６
筆

・
延
床
面
積
　
１
、９
６
３
・
７８
㎡

・
目
的
　
　
家
電
量
販
店
の
建
築

（１）生活保護世帯
（２）７５歳以上の方のみの世帯
（３）重度障害者世帯
 　 ア、身体障害者手帳１級および２級の方がいる
　　　　  世帯
 　  イ、療育手Ａ１の方がいる世帯
 　  ウ、精神障害者保健福祉手帳１級の方がいる世帯
（４）母子世帯
（５）父子世帯
（６）重度要介護者世帯（介護保険法に規定する要介  
　　  護４及び５に該当する方がいる世帯）
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児
童
扶
養
手
当

一
部
支
給
停
止
措
置
の
導
入

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
健
康
教
室

長
峰
山
　
天
平
の
森


安
曇
野
学
校

チ
�
�
ン
ソ
�
カ
�
ビ
ン
グ
ス
ク
�
ル

自転車の交通ルールの厳格化

改正ポイント

最近、市内を含めて全国的に自転車による交通事故が増加傾向にあります。
そこで、今月は、自転車を利用するときのルールを確認しましょう。

改正道路交通法 ⑤

　
平
成
１４
年
の
母
子
お
よ
び
寡
婦
福

祉
法
等
の
改
正
に
基
づ
き
、
４
月
か

ら
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
下
記

の
対
象
者
に
一
部
支
給
停
止
措
置（
支

給
額
の
２
分
の
１
が
支
給
停
止
）が
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
措
置
は
、
「
児
童

扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外

理
由
届
出
書
」
お
よ
び
添
付
書
類
を

提
出
す
る
と
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

５
年
な
ど
経
過
月
を
迎
え
る
受
給
者

に
は
、
対
象
月
の
前
々
月
に
「
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
に
関
す
る
重
要
な

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。
確
認

の
上
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
開
始
月
の

　
初
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
経
過
し

　
た
人（
認
定
請
求
を
し
た
日
に
３
歳

　
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
受
給
資

　
格
者
は
、
当
該
児
童
が
３
歳
に
達

　
し
た
翌
月
か
ら
起
算
し
て
５
年
を

　
経
過
す
る
と
き
）

②
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７
年

　
経
過
し
た
人

※
起
算
開
始
日
は
、
①
・
②
と
も
に

　
平
成
１５
年
４
月
１
日

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

 
児
童
保
育
課
児
童
係

 （
�
８１
・
０
７
２
７
�
８１
・
０
７
０
３
）

 
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
福
祉
係

 平成２０年度の「農地・水・環境保全
向上対策事業」の取り組みに参加を希
望する地区の受け付けをします。
 現在、市内では、地域の農業者、非
農業者、自治会、関係団体などの皆さ
んが参加して立ち上げた、１２の活動組
織が「農地・水・環境保全向上対策事
業」に取り組んでいます。
 この事業は、各集落で高齢化や混住
化が進む中、農道や用排水路などを守り、
将来に伝えるため、共同活動により、
手入れを行い、新たなコミュニティづ
くりと理解を深め「資源・自然環境・
景観」の保全と向上を図るものです。
 事業の詳細、新たに参加を希望する
地区がありましたら、４月中旬までに
産業観光部耕地林務課まで連絡をお願
いします。
 
　 三郷総合支所内
  産業観光部耕地林務課耕地係
 　　　　　（�７７・３１１１ �７７・６０６０）

平成20年度

農地･水･環境保全向上対策事業

○自転車は、軽車両で『車』の１種類です。

　道路交通法上、自転車は「車両」の一種です。よって、歩道と車道の区別があるところでは、車道を
通行するのが原則です。また、車道では、原則として左側端を通行しなければなりません。
 著しく歩行者の通行を妨げる場合を除いて、路側帯を通行することができますが、その場合は歩行者
の通行を妨げないような速度と方法で通行しなければなりません。


○自転車でも違反をすると以下のような罰則が適用されます

  

　 安曇野警察署（�７２・０１１０）または堀金総合支所内危機管理室（�７２・６７６９ �７２・６７３９）

安全運転の義務

３カ月懲役または５万円以下の罰金

道路および交通等の状況に応じて、他

人に危害を及ぼさないような速度と

方法で運転しなければなりません。

夜間、前照灯および尾灯の点灯

５万円以下の罰金

夜間、自転車で道路を走るときは、前

照灯および尾灯（または反射器材）を

つけなければなりません。

並進の禁止

２万円以下の罰金または科料

「並進可」の標識があるところ以外で

は、並んで走ってはいけません。

２人乗りの禁止

５万円以下の罰金/２万円以下の罰金または科料

自転車の二人乗りは、各都道府県公安委員会規則に基づき、

６歳未満の子どもを乗せるなどの場合を除いて、原則とし

て禁止されています。

酒気帯び運転の禁止

５年以下の懲役又は100万円以下の罰金（酒に酔った状態で運転した場合）

酒気を帯びて自転車を運転してはいけません。

　
市
で
は
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 
安
曇
野
市
行
財
政
改
革
大
綱（
第
１

次
）お
よ
び
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の

進
行
管
理
、
安
曇
野
市
行
財
政
改
革

大
綱（
第
２
次
）の
策
定
に
あ
た
り
、

ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
人
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
２０
歳

　
以
上
の
人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ

　
る
人
を
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

　
の
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

　
公
務
員

③
本
市
の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ

　
る
委
員
で
あ
る
人

■
任
期
　
委
嘱
の
日（
平
成
２０
年
５
月

　
を
予
定
）か
ら
２
年
間

■
委
員
会
　
市
長
の
委
嘱
す
る
１５
人

　
以
内
で
、
公
募
委
員
・
学
識
経
験
者
・

　
民
間
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
。

■
公
募
人
数
　
５
人

■
応
募
方
法
　
各
総
合
支
所
地
域
支
援

　
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
小
論
文（
８
０
０

　
字
程
度
、
様
式
は
任
意
）を
添
え
て
、

　
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
論
文
テ
�
マ
　
「
厳
し
さ
を
増
す

　
財
政
状
況
下
で
の
行
財
政
改
革
と

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
」

■
選
考
方
法
　

①
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
に
よ
る

　
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。

②
選
考
を
公
平
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、

　
選
考
委
員
会
を
設
け
ま
す
。

③
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

　
４
月
末
日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
　
４
月
１４
日（
月
）

 
　
　
　
　
　
　
　（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他
　
委
員
会
は
、
委
員
と
な

　
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
出
席
し
や
す
い

　
時
間
・
曜
日
で
の
開
催
を
予
定
し

　
て
い
ま
す
。

　
〒
３
９
９-

８
２
０
５

 
安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２-

４
６

 
総
務
部
行
政
改
革
推
進
室

 （
�
７１
・
２
０
０
０
�
７１
・
５
１
５
５
）

Ｅ
メ
�
ル

gyoukaku@
city.azum

ino.nagano.jp

　
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
で
は
、
４
月
か

ら
始
ま
る
健
康
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
コ
�
ス

・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス（
火
曜
日
コ
ー
ス
）

 
開
始
日
　
４
月
８
日（
火
）

・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス（
金
曜
日
コ
ー
ス
）

 
開
始
日
　
４
月
１１
日（
金
）

︻
共
通
事
項
︼

・
時
間
　
午
後
１
時
４５
分
〜

・
定
員
　
各
４０
人

・
受
講
料
　
３
、０
０
０
円

・
使
用
料
（
毎
回
）
６
０
０
円

※
入
浴
料
込
み
で
す

■
申
込
期
間
　

 
３
月
２５
日（
火
）〜
２９
日（
土
）

■
申
込
方
法

　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
時
間
は
午

　
後
１
時
３０
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
３
月
３０
日（
日
）

　
午
後
２
時
か
ら
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド

　
フ
ロ
ン
ト
前
で
抽
選
を
し
ま
す
。

　
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド

 （
�
８２
・
０
２
５
６
�
８２
・
０
２
５
７
）

　
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
・
天
平
の
森
」の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

 
日
本
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン

グ
ア
ー
ト
の
先
駆
け
で
あ
る
伴
正
史

さ
ん
が
塾
長
を
務
め
、
３
人
の
講
師

が
個
別
指
導
し
ま
す
。

■
開
催
日
程
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

 
４
月（
連
日
２
回
）、

 
５
〜
７
、
９
〜
１０
月
の
第
３
土
曜
日

■
場
所
　
長
峰
山
「
天
平
の
森
」

■
対
象
　
１６
歳
以
上（
未
成
年
者
は
、

 
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

■
定
員
　
２５
人（
先
着
順
）

■
受
講
料
お
よ
び
支
払
方
法
　

 
１
回
　
１
万
３
、０
０
０
円

 （
講
習
料
、
昼
食
、
材
料
代
含
む
）

・
前
期（
４
回
分
）５
万
２
、０
０
０
円

・
後
期（
３
回
分
）３
万
９
、０
０
０
円

※
一
括
の
場
合
は
８
万
４
、０
０
０
円

■
申
込
方
法
　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

　
直
接
来
館
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 
受
付
時
間
は
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

■
申
込
期
限
　
４
月
１０
日（
木
）

　
天
平
の
森

 （
�
６２
・
６
２
３
５
�
６２
・
６
２
３
６
）

安
曇
野
市

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集
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平成20年度 成人検診の申し込みをしましょう

　市では、平成20年度の成人検診の申し込みの受け付けを行います。

4月上旬に各家庭に成人検診申し込み用のはがき（右図）を郵送しますので、

内容をご確認の上、必要事項を記入して5月9日（金）までに投函するか

直接、地域の保健センターに提出してください。

はがきを開くと3面になり、
その中央が調査票となります。
対象が5人以上の場合、はが
きが複数になります。

料金後納郵 便

安曇野支店

様

ご案内は内側にあります。

矢印方向にゆっくりていねいに開いて中をご覧ください。

裏面からも同様に左下より開いて中をご覧ください。

各種検診申込み票〒399-8303長野県安曇野市穂高9181番地
　　安曇野市健康福祉部健康推進課

                   　　　　  ℡ 81-0726安曇野市長

【はがきの記入方法】

名前を確認してください。
送るときは名前が切り取
られます

年齢などで対象外となる
検診には、あらかじめ「×」
が記入してあります

希望する検診には、黒の
鉛筆かボールペンで「○」
を記入してください

特定健康診査

胃検診

乳房検診

子宮頸部検診

市の検診を
受ける

市の検診を
受ける

市の検診を
受ける

市の検診を
受ける

市の検診を
受ける

市の検診を
受ける

市の検診を
受ける

市の検診を
受ける

平成２０年度
検診申込み票

00000019 00000027７ ４ ０

418101

418201

418401

418501

安曇野　太郎
65歳

安曇野　花子
30歳

骨・歯科検診の予約を受け付けます 4／8（火）～25（金）
　市では、骨粗しょう症と歯周疾患予防を目的に骨・歯科検診を次のとおり実施します。
申し込みは、受診を希望される保健センターに電話でお申し込みください。なお、各保健センターの検診
定員数が決まっていますので、お早めにお申し込みください。（定員数になり次第、締め切りになります）

■検診時間　午前９時３０分～午後３時３０分（３０分ごとの時間指定）
■検診料金　骨検診  １，０００円　　歯科検診  無料
■検診内容　骨密度測定・歯科検診・歯科相談・栄養相談
　　　　　　　 ※骨密度は、手首から肘までのレントゲン撮影で測定
　　　　　　　 ※妊娠中・妊娠している可能性のある人は、骨検診が受けられません。
　　　　　　　 ※骨検診のみ、歯科検診のみの受診も可能です。
■申込期間　４月８日（火）～２５日（金）（午前８時３０分～午後５時【土日祝日を除く】）
■申込方法　希望日と時間帯を電話でお申し込みください。後日、受診券と検診表を送ります。
　�穂高健康支援センター内健康推進課保健予防係（�８１・０７２６ �８１・０７０３）または各保健センター

検診会場 検診定員数検診日および検診日数
豊科保健センター（ＴＥＬ７２・９９７０）
穂高保健センター（ＴＥＬ８１・０７１１）
三郷保健センター（ＴＥＬ７７・９１１１）
堀金保健センター（ＴＥＬ７３・５７７０）
明科保健センター（ＴＥＬ８１・２２５１）

１４０人
２１０人
７０人
７０人
７０人

５月２６日（月）～２７日（火）の２日間
５月２８日（水）～３０日（金）の３日間
６月１２日（木）の１日間
６月１０日（火）の１日間
６月１１日（水）の１日間

ピックアップ

 健康と福祉
医療制度改革により、4月から「特定健康診査・特定保健指導」が始まります。

市では、広報紙や各地域で説明会などを開催してお知らせをしてきました。

ここでは、4月からの実施に向けて関連する事項についてお知らせします。

注意！
特定健康診査（Ｐ25参照）は、市
の国保加入者で35～74歳及び
75歳以上の人のみ申し込みでき
るようになっています。74歳以下
で国保以外の人は、加入先の医
療保険者へお問い合わせください。

※明科保健センターの電話番号が４月から 81・2251に変わります。

Ｑ　現役並み所得者の判定はどのように行われるのですか？
Ａ　３割負担となる現役並み所得者の判定は、同一世帯の７０歳以上の人の所得と収入により判定
　します。世帯内に前年の市民税課税所得課税標準で１４５万円以上の人がいると世帯内の被保険
　者は３割負担となります。ただし、課税所得が１４５万円以上であっても、後期高齢者医療の被
　保険者の収入合計が、２人以上いる場合は５２０万円未満、１人の場合は３８３万円未満であれば申
　請により１割負担となります。
　※６５歳から７４歳で一定以上の障害状態にあり、市の認定を受けた人を含みます。
　�穂高総合支所内
　  市民環境部市民課 国保年金担当（�８２・３１３１ �８２・６６２２）

おしえて
！後期高齢者医療制度④ ～平成20年4月から始まります～

4月から特定健康診査・特定保健指導が始まります
「基本健康診査」が「特定健康診査」に変更

　今回の変更は、実施主体が市町村（安曇野市）から医療保険者（安曇野市国民健康
保険）になり、検査の内容も糖尿病などの生活習慣病に着目した「特定健康診査・
特定保健指導」を実施します。
　対象は３５歳～７４歳の市国民健康保険加入者と７５歳以上の人です。
　安曇野市国民健康保険では、このほど「安曇野市特定健康診査等実施計画」を策
定しました。計画では、特定健康診査の受診者数および受診率の具体的な目標値を
示したほか、特定健康診査と特定保健指導の実施方針などをまとめています。また、
安曇野市の現状から診査項目に貧血検査と尿酸、クレアチニン検査を独自項目とし
て追加し、全員に実施するとしています。
　今後は、その効果を検証しながら健康診査と保健指導の充実を図り、積極的な生
活習慣病の予防対策に取り組みを進めます。なお、受診者の利便性を考慮する観点
から、介護保険制度の特定高齢者生活機能評価（下記参照）も特定健康診査に併せて
実施されます。
　�穂高総合支所内
　  市民環境部市民課 国保年金担当（�８２・３１３１ �８２・６６２２）

介護予防のための検査「生活機能評価」
生活機能評価を特定健康診査に合わせて実施

　「なんとなく面倒だ」「食欲がない、外出も減った」など、年齢とともに体の変化があるものですが、
早めの予防対策で生活機能が維持できるといわれています。市では、６６歳以上の皆さんを対象に介護予
防のための検査｢生活機能評価｣を行います。
　①国民健康保険加入者・75歳以上の人
　　特定健診にあわせて行います。健診申し込みのあった６６歳以上の方には、あらかじめ問診票を送付
　しますのでご記入のうえ、健診当日お持ちください。なお、問診時の確認で介護予防の取り組みが必
　要とされた人のみ、当日、追加検査（心電図検査・唾液の飲み込み検査）を受けていただきます。（追
　加費用はかかりません）
　②66歳以上74歳までの社会保険などに加入している本人および扶養になっている人
　　健診は加入されている医療保険で受けていただきます。市では、介護予防のための検査（生活機能
　評価）の「問診」部分のみを、対象となる全員に通知します。記入いただいたものを確認し、介護予防
　の取り組みが必要とされた人のみ、指定日に必要項目の追加検査を受けていただきます。（個別に通
　知します。追加費用はかかりません）
　①・②いずれの場合も、その後の介護予防サービスの利用については、地域包括支援センターと相談
　し、心身状態にあわせて利用サービスを選べます。
　�穂高健康支援センター内高齢者介護課高齢者福祉係（�８１・０７３１ �８１・０７０３）

35歳～74歳
対象

66歳以上
対象

骨・歯科検診・肺がんCT検診・マンモグラフィ検診は予約が必要です
　申し込みはがきに記載のない骨・歯科検診・肺がんＣＴ検診・マンモグラフィ検診は、別途予約が必要にな
ります。予約がないと受診ができませんので、ご注意ください。予約受付期間と実施の日程は次のとおりです。
◆予約受付期間

　　骨・歯科検診　　　　　４月８日～２５日（下記参照）
　　肺がんCT検診　　　　６月２日～２０日（８月～１２月に実施予定）
　　マンモグラフィ検診 　６月２日～２０日（８月～１２月に実施予定）
　　※マンモグラフィ検診は、２年に１度しか受診できません。２０年度は豊科・穂高保健センターで実施

※詳しくは４月以降の広報紙でお知らせします。

※
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忘れずに愛犬の登録と狂犬病予防注射をしましょう
市では、次のとおり犬の登録と狂犬病予防注射を行います。

日程をご確認の上、都合の良い場所で受けてください。なお、雨天の場合も実施します。

（どこの会場でも新規登録・予防注射ができます）

　
各総合支所地域支援課生活環境係（電話番号は各地域日程表の上段に記載してあります）

◆
登
録
・
予
防
注
射
の
手
数
料
・
料
金

　
　
犬
の
新
規
登
録
・
予
防
注
射
な
ど
の

　
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
予
防
注
射
料
金
お
よ
び
手
数
料

 
 
 
 
 
 
 
 
　
３
、２
２
０
円

　
（
注
射
料
金
２
、６
７
０
円
と

　
　
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

・
新
規
登
録
手
数
料
　
３
、０
０
０
円

※
１
頭
当
た
り
の
料
金
で
す
。

※
各
料
金
は
消
費
税
額
を
含
む
金
額
で

　
す
。当
日
は
、お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
ご

　
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項
◆

○
既
に
登
録
を
し
て
い
る
飼
い
主
の
皆
さ

　
ん
は
、お
手
元
に
届
い
た
は
が
き
を
必

　
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
生
後
９１
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、生
涯

　
に
一
度
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

　
防
注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

　
ま
す
。
室
内
犬
で
あ
っ
て
も
必
ず
接
種

　
し
て
く
だ
さ
い
。

○
次
に
該
当
す
る
犬
は
、動
物
病
院
で
診

　
察
を
受
け
て
か
ら
予
防
注
射
の
接
種

　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る
犬

・
現
在
治
療
中
の
犬

・
過
去
に
予
防
注
射
接
種
後
に
異
常
を

　
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
犬

○
犬
を
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ
る
人
が
付
き

　
添
い
、首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
し
て

　
く
だ
さ
い
。

明科総合支所生活環境係 （�62・3001 �62・4747）
明 科 地 域

会　　　場時　　間曜日月日

4月
  
9日

4月10日

4月18日

（水）

（木）

（金）

  ９：３０～  ９：４５
  ９：５５～１０：１０
１０：２０～１０：３０
１０：４０～１０：５５
１１：０５～１１：２５
１１：３５～１１：４５
１３：１０～１３：２０
１３：３０～１３：４５
１３：５５～１４：０５
１４：１５～１４：２５
１４：３５～１４：４５
１５：００～１５：１０
１５：２０～１５：３０
１５：４０～１５：５０
  ９：３０～  ９：４０
  ９：５０～１０：００
１０：１０～１０：２０
１０：３０～１０：４０
１０：５０～１１：００
１１：１０～１１：２５
１１：３５～１１：４５
１３：１０～１３：３０
１３：４０～１３：５０
１４：００～１４：１５
１４：２５～１４：４０
１４：５０～１５：００
１５：１０～１５：２５
１５：３５～１５：５０
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：１０
１０：２０～１０：３０
１０：４０～１０：５０
１１：０５～１１：１５
１１：２５～１１：３５
１１：４５～１１：５５
１３：１０～１３：２０
１３：３０～１３：４５
１３：５５～１４：０５
１４：１５～１４：２５

上押野上手木戸バス停
上押野営農センター
押野集会施設
下押野集会センター
塩川原農業研修センター
荻原教員住宅横（資源ステーション）
荻原農村都市交流センター
中村農業生活改善センター
小泉一班集会所
小泉農業研修センター
小泉四班集会所
上生野公民館
潮老人集会施設
水産試験場南
大足地区コミュニティ集会施設
清水公民館
吐中公民館
潮農業生活改善施設
山中農業研修センター
潮沢公民館
李口バス停
明科総合支所
町耕地公民館
中耕地公民館
宮本公民館
北村集会所
中条集会センター
天神原農業生活改善施設
明科総合支所
潮老人集会施設
山中農業研修センター
潮沢公民館
小泉一班集会所
荻原農村都市交流センター
下押野集会センター
上押野営農センター
市民体育館駐車場
宮本公民館
北村集会所

穂高総合支所生活環境係 （�82・3131 �82・6622）
穂 高 地 域

会　　　場時　　間曜日月日

4月  9日

4月10日

4月16日

4月17日

4月20日

4月26日

（水）

（木）

（水）

（木）

（日）

（土）

  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：３０
１０：４０～１０：５５
１１：０５～１１：２０
１１：３０～１２：００
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２５
１４：３５～１４：５５
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：３５～１０：５５
１１：０５～１１：２５
１３：００～１３：３０
１３：４０～１３：５５
１４：０５～１４：２０
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：３０～１０：５０
１１：００～１１：１５
１１：３０～１１：５０
１３：１０～１３：３０
１３：４０～１４：００
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：３０～１０：５０
１１：００～１１：２０
１２：５０～１３：１０
１３：２０～１３：４０
１３：５０～１４：１０
  ９：００～  ９：３５
  ９：５０～１０：１５
１０：２５～１０：４５
１１：００～１１：３０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：０５～１４：２０
  ９：００～  ９：２５
  ９：４０～１０：０５
１０：２０～１０：４５
１１：００～１１：１５
１１：３０～１２：００

＊１　４月１０日（木）の北矢村集会所は会場が狭いので、なるべく近くの別会場へ
　　お越しください。

等々力会館
穂高ワシントングラウンド西駐車場
白金公民館
矢原公民館
JR柏矢町駅前
柏原会館
ＪＡ西穂高支所前
久保田公民館
狐島公民館
島新田会館
立足会館
古厩会館
新屋公民館
北矢村集会所　＊１
宮城会館
等々力町公民館
本郷公会堂
西原公民館
田中麦大豆センター
上原公民館
塚原公民館
牧公民館
勤労者福祉センター
橋爪公民館
耳塚公民館
嵩下公民館
小岩岳公民館
豊里公民館
富田公民館
穂高総合支所
柏原会館
ＪＡ西穂高支所前
しゃくなげ荘駐車場
新屋公民館
立足会館
ＪＡ北穂高支所前
西穂高グラウンド駐車場
牧公民館
古厩会館
ＪＡ北穂高支所前
勤労者福祉センター

豊科総合支所生活環境係（�72・3111 �72・8340）
豊 科 地 域

会　　　場時　　間曜日月日

4月  8日

4月10日

4月15日

4月17日

4月23日

（火）

（木）

（火）

（木）

（水）

  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：４0
１０：５０～１１：００
１１：１０～１１：２０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：１５
１４：２５～１４：４５
  ９：００～  ９：３０
  ９：４０～１０：１０
１０：２０～１０：５０
１１：００～１１：２０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２０
１４：３０～１４：５０
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：３０
１０：４０～１１：００
１１：１０～１１：３０
１３：００～１３：３０
１３：４０～１４：００
１４：１０～１４：３０
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：３０
１０：４０～１１：００
１１：１０～１１：２０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２０
１４：３０～１４：５０
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：３０～１０：５０
１１：００～１１：２０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２０
１４：３０～１４：５０

熊倉 柳原道祖神前
熊倉公民館
アルプス区公民館
田沢 南原集会所
田沢区公民館
光農業生活改善センター
桜坂区公民館
大口沢公民館
小瀬幅農業生活改善センター
新田公民館
豊科近代美術館駐車場
寺所公民館
徳治郎公民館
踏入コミュニティセンター
重柳公民館
殿村公民館
細萱公民館
JR梓橋駅前
たつみ原区公民館
飯田公民館
下飯田公民館
中曽根公民館
真々部公民館
上鳥羽地域農業推進拠点施設
下鳥羽地域構造改善センター
豊科近代美術館駐車場
成相コミュニティセンター
吉野 荒井お堂前
本村公民館
細萱公民館
重柳公民館
踏入コミュニティセンター
野田集会所
アルプス区公民館
新田公民館
成相コミュニティセンター
本村公民館
吉野 荒井お堂前
寺所公民館
たつみ原区公民館
真々部公民館
上鳥羽地域農業推進拠点施設
下鳥羽地域構造改善センター

三郷総合支所生活環境係 （�77・3111 �７７・６０６０）
三 郷 地 域

会　　　場時　　間曜日月日

4月15日

4月16日

4月22日

4月23日

（火）

（水）

（火）

（水）

  ９：００～  ９：３０
  ９：４０～１０：１０
１０：２０～１０：３０
１０：４０～１１：１０
１１：２０～１１：４０
１３：００～１３：３０
１３：４０～１４：００
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：４０
１０：５０～１１：２０
  ９：００～  ９：３０
  ９：４０～１０：１０
１０：２０～１０：４０
１０：５０～１１：１０
１１：２０～１１：４０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１４：００
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：４０～１１：００
１１：２０～１１：４０

一日市場公民館
ＪＲ一日市場駅前
見岳町集会所
七日市場公民館
及木公民館
中萱公民館
東中萱集会所
住吉公民館
楡公民館
二木公民館
下長尾公民館
上長尾公民館
野澤公民館
室町公民館
東小倉第一集会所
東小倉公民館
南小倉公民館
北小倉公民館
三郷総合支所前駐車場
一日市場公民館
中萱公民館
小倉多目的研修センター
野澤公民館

堀金総合支所生活環境係（�72・3106 �72・４９００）
堀 金 地 域

会　　　場時　　間曜日月日

4月11日

4月14日

4月18日

（金）

（月）

（金）

  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：３０
１０：４５～１１：０５
１１：２０～１１：４０
１３：３０～１４：００
１４：１５～１４：４５
１４：５５～１５：１５
  ９：３０～１０：００
１０：１５～１０：３５
１０：５０～１１：２０
１１：３０～１１：５０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：３０
１４：４５～１５：０５
  ９：３０～  ９：５０
１０：０５～１０：２５
１０：４０～１１：００
１１：１５～１１：４５

田多井公民館
田尻元稚蚕所西ごみ集積所前
旧小田多井公民館跡地
中堀神社東空地
下堀公民館
上堀地域構造改善センター
倉田構造改善センター
岩原公民館
扇町区構造改善センター
下堀公園ごみ集積所前
下堀田圃集会所
上堀南原集会所
田尻公民館
田多井元南部詰所
下堀公民館
川口ライスセンター
田多井公民館
堀金総合支所



4月1日～30日

休日当番医
数字で探る

私たちの健康

死
因
の
第
１
位
は﹁
が
ん
﹂

今月の料理人

堀金三田

　入学式など、お祝いごとが多いこれからの
季節におすすめ。中を切るときれいなバラの
花が咲きます。

回
収
し
た
家
電
製
品
は
ど
こ
へ

　
悪
性
新
生
物（
が
ん
）に
よ
る
死

亡
者
は
年
々
増
加
し
て
い
て
、
市

の
人
口
１０
万
人
に
対
す
る
死
亡
率

を
見
る
と
、
死
因
の
第
１
位
を
占

め
て
い
ま
す
。
増
加
傾
向
に
あ
る

の
は
、
大
腸
・
気
管
支
・
肺
・
乳

房
の
が
ん
で
す
。

 
が
ん
の
受
診
者
数
は
、
多
い
順

に
男
性
で
は
、
胃
・
大
腸
、
女
性

で
は
乳
房
・
胃
・
大
腸
の
順
で
す
。

特
に
女
性
の
乳
房
の
受
診
者
数
は
、

県
・
国
と
比
較
す
る
と
多
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。（
下
図
参
照
）

 
が
ん
は
、
ま
ず
か
か
ら
な
い
よ
う

に
未
然
に
防
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
が
ん
の
要
因
と
な
る
よ
う
な
こ
と

を
避
け
る
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

年
１
回
は
検
診
を

 
が
ん
は
早
く
見
つ
け
て
治
療
す
れ

ば
怖
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症

状
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は
禁

物
。
症
状
が
な
く
て
も
年
１
回
は
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
に

な
る
症
状
が
あ
れ
ば
早
め
に
医
療
機

関
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

暮らし疑問

一問一答！

材料　
＜１本分＞すし飯（白）250㌘、すし飯（桃色）100㌘、
のり（全形）1枚、のり1/４を4枚、うす焼卵（卵2個）、
梅漬けシソと汁（または紅しょうが）少々、野沢菜少々
作り方
①：卵をわりほぐし、うす焼卵を2枚焼く。
②：４分の１枚のノリと全形のノリ1枚をご飯粒でつ
　なげて大きいノリにしておく。
③：すし飯は100㌘に梅漬けの汁とみじん切りのシソ
　を混ぜ桃色にし、2等分しておく。
④：巻きす上に①のうす焼き卵１枚をしき、その上に
　すし飯（桃色）半量を均等に広げ、手前から巻き込む。
⑤：別の巻きすの上に残りのうす焼卵をしき、残りの
　すし飯（桃色）を均等に
　広げ、④をしんにして
　巻き込む。
⑥：巻きすの上に②のノ
　リを縦長におき、すし
　飯（白）200㌘を平均に広
　げる。菜ばしで３カ所
　に溝をつくり、それぞ
　れに４分の1のノリ３枚
　をはめ込み、その上に
　野沢菜を入れる
⑦：⑥の上に卵で巻いた
　ものを中心に乗せ、巻
　きすごと持ち上げ、残
　り50㌘のすし飯（白）を
　補い、巻き込む。等分
　に切り分ける。

丸山 小代子さん

古川医院

前角整形外科医院

鶴見医院

ちかぞえ歯科医院

小田切医院

高橋医院

土屋クリニック

堀金歯科医院

追分クリニック

中田医院

木暮医院

山田歯科医院

清沢医院

神谷小児科医院

こうの内科循環器科

松村歯科医院

古川整形外科医院

百瀬医院

白木医院

山本歯科医院

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[堀金]

[穂高]

[穂高]

[三郷]

[豊科]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[明科]

[穂高]

[穂高]

[三郷]

[豊科]

82-4385

82-1478

72-4500

88-7770

83-6025

82-2561

71-1811

72-6975

82-2129

82-2339

77-2119

73-7575

82-7600

72-5162

71-5881

62-2048

82-8880

82-2205

77-2134

72-5748

  6日・日

13日・日

20日・日

27日・日

29日・祝

※変更になることがあります。ご利用前に医療情報案内
　（�0120-890-423）で確認してください。

　
「
家
電
４
品
目
」
と
い
わ
れ
る
エ

ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫（
冷
凍
庫

含
む
）・
洗
濯
機
の
処
分
方
法
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

　
　
家
電
４
品
目
の
処
分
を
し
た
い

の
で
す
が
。

 
　
買
い
替
え
を
す
る
小
売
店
に
引

き
取
り
を
依
頼
す
る
、
ま
た
は
過
去

に
購
入
し
た
小
売
店
や
、
収
集
運
搬

許
可
業
者
に
引
き
取
り
を
依
頼
す
る

か
、
指
定
引
き
取
り
場
所
へ
自
己
搬

入
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

 
　
消
費
者
の
負
担
す
る
料
金
は
。

 
　
収
集・
運
搬
料
は
小
売
店・
収
集
運

搬
許
可
業
者
が
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
メ
ー
カ
ー
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。
引
き
取
り
依
頼
時

に
業
者
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 
　
な
ぜ
、
一
部
の
家
電
だ
け
が
リ

サ
イ
ク
ル
対
象
な
の
で
す
か
。

 
　
金
属
・
ガ
ラ
ス
な
ど
、
有
用
な

資
源
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

大
型
で
重
い
な
ど
の
理
由
で
、
４
品

目
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

 
　
回
収
さ
れ
た
家
電
製
品
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
。

 
　
昨
年
度
、
家
電
４
品
目
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
、
テ
レ
ビ
が
７７
％
、
冷

蔵
庫
が
７１
％
、
エ
ア
コ
ン
が
８６
％
、

洗
濯
機
が
７９
％
で
し
た
。

 
　
パ
ソ
コ
ン
の
処
分
方
法
は
。

 
　
メ
ー
カ
ー
に
リ
サ
イ
ク
ル
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
メ
ー

カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

▼
引
き
取
り
・
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

�
０
１
２
０
・
７
９
３
・
５
３
０

ま
た
は
、
市
民
環
境
部
環
境
課

�
８２
・
３
１
３
１
�
８２
・
６
６
２
２

各
総
合
支
所
生
活
環
境
係

家
電
４
品
目
は
、粗
大
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

QAQ

AQAQ

AQA

バラの花寿司

　家電リサイクル法がスタート
したことで、製品を長く大切に
使うことや、捨てる前に修理や
再利用を考える生活スタイルに
見直すことが必要とされています。
 市内の小売店や収集運搬業者
により回収された製品は、メー
カーごとＡ・Ｂのグループに分け
られ、松本市内２カ所の指定取
引所に集められます。一方は、
富山県へ、もう一方は静岡県の
共同再資源工場へ運ばれます。
 処理方法は家電ごと違っていて、
テレビは手作業で外側のプラス
チックをはずし、ブラウン管を
取り除き再利用。冷蔵庫は冷媒
にフロンが使われていれば取り
除く。コンプレッサーなども再度、
鋳物鉄に鋳造して再利用。エア
コンは使われていた銅やアルミ
を室内機などの熱交換器に使用。
洗濯機の水槽は、再び水槽の原
材料になり、プラスチック部品は、
洗濯機の台座に生まれ変わります。

さ よ こ

　４月から11月まで行っている「緑
のリサイクル」の受入日時などが
変わります。

��曜日の変更
   豊科・三郷・堀金
 　　  （第２・４土曜日・日曜日）
   穂高（毎週　土曜・日曜日）
   明科（第１・３土曜・日曜日）
 
���時間の変更
   午前９時～午後４時
 
���期間の延長
   12月の第１・２土曜・日曜日
   豊科南部公園に限り受け入れ可能
 
���場所の変更（一部地域）
   三郷（みさとプレシジョン㈱西側
   　　　黒沢右岸の残土置き場）

��

く ら し の ぺ ー じく ら し の ぺ ー じ

�� 広報 ��������� 広報���������

お知らせ

覚えておきたい

安曇野の味
覚えておきたい

安曇野の味
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部位別受診数（男性）

がんの受診者状況
（H15～H17の平均　部位別受診数）

国 安曇野市県
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今月の色

編
集
後
記

◆
白
鳥
の
北
帰
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

編
隊
で
飛
行
す
る
際
、見
事
な
傘
型
編
隊
を

組
み
ま
す
。
長
距
離
を
飛
ぶ
の
に
都
合
が
良

い
ら
し
い
の
で
す
が
、家
族
や
仲
間
を
労
わ

る
、強
い
き
ず
な
を
感
じ
ま
す
。

◆
数
年
前
、長
野
を
離
れ
る
友
人
を
見
送
り

に
行
っ
た
駅
で
買
っ
た
傘
が
壊
れ
た
。あ
の
日

の
こ
と
を
つ
い
最
近
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
、物
は
正
直
だ
。
曲
が
っ
た
傘
の
柄
を

見
な
が
ら
、時
が
た
つ
の
は
早
い
な
ぁ
、と
あ

ら
た
め
て
感
じ
た
。

◆
初
め
て
の
人
間
ド
ッ
ク
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

特
に
大
き
な
病
気
や
け
が
も
な
く
30
数
年
。

健
康
に
は
自
信
が
あ
る
も
の
の
、何
か
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
勝
手
に
妄
想
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。さ
て
、結
果
は
…

◆
予
備
校
生
の
こ
ろ
励
ま
さ
れ
た
言
葉
。「
正

義
は
負
け
る
。
努
力
は
報
わ
れ
な
い
。
さ
れ

ど
挑
戦
」
。
挑
み
続
け
る
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
来
月
号
は
新
年
度

予
算
の
あ
ら
ま
し
を
掲
載
し
ま
す
。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の三

十

次回発行・・・ 

MＳT Ｋ

お知らせ版 4月2日（水）

黄金色
Ｋogane－Ｉro
光放つような

鮮やかな黄色

2008.3. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,699人（ +26）

48,382人（ +37）

51,317人（ - 11）

36,299世帯（ +23）

古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

　
例
年
よ
り
寒
さ
、降
雪
と
も
に

厳
し
か
っ
た
冬
が
去
り
、季
節
は

い
よ
い
よ
春
へ
と
移
り
変
わ
り
ま
す
。

　
３
月
初
旬
、氷
点
下
の
日
が
続

い
た
こ
の
時
期
も
、光
は
す
で
に

春
を
迎
え
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　
光
を
放
つ
よ
う
な
黄
金
色
に

彩
ら
れ
た
福
寿
草
の
上
に
は
、こ

の
時
期
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、う

っ
す
ら
と
雪
が
積
も
り
ま
し
た
。

光は すでに 春
～ 堀金山麓沿いの民家にて ～


